
１．単元名 平和を願うプレゼン発表会をしよう 「町の幸福論」 

 

２．指導と評価の計画（総時数 １４時間  本時 １１/１４）  

次 学習活動 評価基準 
一  ○学習の見通しを立てる。 

・教科書ｐ１２９を読んで、教材文の内容を想

像し、ｐ１３０の内容をもとに、私たちの生

きる地球で起きている問題について考え、プ

レゼンテーションを行うという学習課題を確

認する。 

・ノートに通読した感想をまとめさせる。 

・教材文の内容に関心を持ち、プレゼンテーショ

ンをするという学習課題を確かめ、進んで学習

に取り組もうとしている。（発言、児童観察、

ノート記述） 

 
 
 

二 ２  

 

○教材文の序論、本論、結論という文章構成

を理解し、序論の内容を読み取ることがで

きる。 

・教材文の構成を捉え、序論の内容を読み取っ

ている。（ノート、発言） 

３ ○教材文の本論１・２の内容を読み取る。 

・本論１、２の内容を表に整理し、用いられ

ている資料の効果や良さについてもまとめ

る。 

・文章の内容を読み取るとともに図表などの

資料の用いられ方とその効果を確かめる。 

・目的を意識して効果的な読み方を工夫して文

章を読んでいる。 

・プレゼンテーションを行うという目的を踏ま

え、文章の内容を明確に押さえて要旨をとら

え、自分の考えを明確にしながら読んでい

る。（ノート・発言） 
４ 
 

○結論部分の要旨を読み取り、筆者のメッセ

ージを踏まえて町の未来についての自分の

考えを持つ。 

・筆者のメッセージに対して自分はどう考え

るかを書く。 

・目的に応じた文章の構成について理解してい

る。（ワークシート、発言） 

 

三 
 
 
 
 
 
 

５ ○世界で起きている問題の中から、食料・医

療・子どもたち・差別の 4 つのテーマに関

する問題を見て、興味・関心を深める。 

・調べたい問題について希望を出し合い、４

人１組のグループを決める。 

・4 つのテーマの問題に関するプレゼンを見て、

自分なりの考えを持つことができている。（ワ

ークシート、発言） 

 

６ 
・

７ 

○調べる問題について情報収集する。（情報カ

ード） 

・問題の「原因、現状、問題に対して行われ

る取り組み」の３つの観点で調べていく。 

・目的に応じて複数の本や資料から情報を集め、

関係づけて活用している。（情報カード） 

・様々な資料を、調べたい情報を集めるために、

工夫して読んでいる。（児童観察） 

８ ○収集した情報を整理して、発表内容（文章

構成）を考える。 

・調べてわかったことや考えたことを関連づけ、

発表の内容や必要な資料を考えている。（ワー

◎町の幸福論を読み、本文の内容を読み取る。 



・集めた情報を観点毎に整理し、使用する情

報カードについてグループで話し合わせ

る。 

クシート） 

９ ○必要な資料を考え、作成する。 

・自分たちの意図を明確に伝えるのにふさわ

しい情報に絞って資料を作成する。 

・資料ＤＶＤを活用し、プレゼンの資料の提

示方法について学習する。 

・自分たちの意図を伝えるために必要な情報を選

んで話の構成を工夫し、必要な資料を作成して

いる。（資料・ワークシート） 

10 ○構成に沿って用意した資料を用いながら発

表する練習を行い、説得力のある話し方の

工夫を考える。 

・資料を効果的に活用して、わかりやすく話す

工夫を考えている。 

11 
本 
時 

○プレ発表会をしよう。 

・問題のテーマ毎にプレゼンを聞き合う。 

・相手のグループにアドバイスする。 

・説得力のある話し方や資料提示の仕方につい

ての良さや改善点を見つけている。（ワークシ

ート） 

12 ○プレ発表で見つかった改善点を中心に本番を

意識して練習する。 
・前回のプレ発表で使用した、発表の構成図を

見直しながら練習する。 

・プレ発表でわかった良さや改善点を生かし

て、本番を意識した練習をしている。（児童観

察） 

四 13 ○プレゼンを行う。 

・他のグループの発表を聞き、提案の内容や発

表の構成、分かりやすさなどについて感想を

述べる。 

・聞き手に意図が伝わるように、話の構成や資料

の見せ方を工夫して話す。 

・話し手の意図を捉えて、自分の意見と比べたり

しながら発表を聞いている。（発言、ノート） 

14 ○学習のふりかえりをする。 

・他の班の児童が書いた感想用紙をもとに、グ

ループや個人の反省点を出し合い学習のまと

めとする。 

・本番を終えての反省点や改善策などをしっかり

と考えることができている。（発言、ノート） 

 
８ 本時の展開（本時 １１/１４） 

（１）ねらい 

・友達のアドバイスをもとに自分たちの話し方や資料の提示の仕方に関する良さや改善点を見つける。 

時
間 

学習活動 指導上の留意点 評価基準と方法 

５ 

分 

 

 

 

 

○学習のめあてを確認する。 

 

 

 

○前時までに学習した「資料の提示の仕方・

話し方の工夫」について確認する。 

・今まで学習してきた、資料の

提示の仕方、話し方の工夫を

意識してプレゼンができるよ

うに、要点を記したフラッシ

ュカードを準備し、掲示して

おく。 

 

 

 

 

 

 

友達のアドバイスをもとに、プレゼン

の仕方の良さや改善点を見つけよう。 



 
（３）本時の評価 

 十分満足とされる 

子どもの姿 

概ね満足とされる 

子どもの姿 

努力を要する子どもへの支援 

話
す 

・聞き手から受けたアドバ

イスをもとに、個人に留

まらず、グループ全体の

良さや改善点を見つける

ことができる。 

・聞き手から受けたア

ドバイスをもとに、

自分の課題を見つけ

ている。 

・注意書きや原稿が書いてある発表メモを

持たせ、スムーズに発表することを心が

けさせる。 

・もらったアドバイスを自分の発表と比べ

ることができるように支援する。 

 

 

３０

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

分 

 

○４テーマ・２グループ毎に発表側と聞き手

側を決め、実際にプレゼンする。 

・話し手側は、準備してきた話の構成図を掲

示するなど、本番を意識してプレゼンをす

る。 

・聞き手側は相手のグループの資料の提示の

仕方と話し方の工夫についての良さや改

善点を見つけ、発表が終わった後、2つの

観点毎に付箋に書き出していく。 

 

○発表終了後、話し手側の司会の児童を中心

に、良さや改善点の２つについてアドバイ

スを聞いたり、一緒に考えたりする時間を

取る。 

 

○聞き手側のグループと発表側のグループ

が交代し、同じ活動をする。 

 

 

○本時の振り返りをする。 

・本時の学習を通して、自分達のプレゼンの

良さや改善点をワークシートに記述し、発

表する。 

 

・発表原稿や発表メモを作りな

がらプレゼンさせる。（本番で

は見られないことは事前に伝

えておく。） 

・聞き手側には、良かったとこ

ろ、改善点を観点毎に書き込

めるように色別の付箋を準備

し、話し手に渡すことができ

るようにする。 

・改善点については個人名をあ

げて言わないように配慮させ

る。 

 

 

 

・交代する前に、話し合いで良

かったところを取り上げて紹

介する。 

 

・どうすれば自分達のプレゼン

をより良くすることができる

かを考えさせ、次時につなげ

る。 

 

・他のグループ

からのアドバ

イ ス を も と

に、自分たち

の良さや改善

点を見つける

ことができて

いる。（ワーク

シート、発言） 


